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【背景】 

Cypherは2004年に日本で初めて保険適応されたDESである。DES-ISRはBMS-ISRと異なり、多様な組織性状を呈する事や病理

学的検討ではステント内での新規アテローム性動脈硬化(Neoatherosclerosis)は BMSより DESで高頻度に認められるとの報告

がある。またCypher-ISRについては晩期再狭窄やステント血栓症の報告がある。 

【目的】 

当院におけるCypher-ISRのOFDIの所見について後ろ向きに調査した。 

【対象】 

2010年4月から2016年6月までにCypher-ISRに対してOFDIを施行した33症例39病変。 

【方法】 

OFDI の所見を Homogeneous、Heterogeneous、Layered、Lipid、Thrombus、分類不能の 6 つに分類し、さらに PSS(peri-stent 

contrast staining)の有無について調査した。 

【結果】 

Homogeneousは23.1％、Heterogeneousは2.6％、Layered は12.8％、Lipidは46.2％、Thrombusは5.1％、分類不能は10.3％

となった。PSS(+)は全体の12.8％であった。またThrombusの症例はPSSを伴うVLST(very late ST)であった。 

【考察】 

本研究ではNeoatherosclerosisと考えられるLipidが最も多く、次いで新生内膜の増殖によるHomogeneousが多かった。また

VLSTであった2症例はPSSが見られ、PSSと血栓症の関連性が示唆された。 

【結語】 

Cypherは2011年に製造・販売中止され約5年経過した。現在は第2、第3世代DESが登場しているが、Cypherは現在も未だ

ISRとして臨床に存在している。近年は薬剤溶出性バルーンが登場しISRの治療方法として普及しているがDES-ISRはOFDIの

所見から治療戦略を検討する必要がある。 

 

 


